


カスタム刺繍のNew Era帽子とRichardson 112の比較:法人購入担当者向けブランク選びガイド

Details

結論から: 芯地入りの立体的なクラウンと、小売店でも通用する知名度を求めていて、フィテッドのサイズ管理とサイドのフラッグ表示を受け入れられるなら、カスタム刺繍のNew
Era帽子を選びましょう。ワンサイズ(調整式)のカジュアルなメッシュバックのトラッカーで、刺繍はフロントパネルのみで構いません、という場合はRichardson 112が向い
ています。自社ラベルが必要、第三者のマークを入れたくない、または独自仕様が必要な場合は、プライベートブランドのOEMキャップを選びます。

New Era帽子へのカスタム刺繍を探している購入担当者の多くは、すでにロゴと納期が決まっています。足りないのは、ブランクを比較する明確な基準です。ブランド名だけでキャッ
プを選ぶと、予想どおりの問題が起こります。フィテッドの59FIFTYは、サイズ展開をひととおり揃える必要があります。New Eraのフラッグはサイドパネル1枚を占めま
す。Richardson 112のメッシュ部分には、サイドの文字を入れられません。低くて芯地なしのクラウンでは、幅の広いロゴが縮んで読みにくくなることもあります。

こうした問題が重要なのは、受け取った人が数秒で品質を判断するからです。PPAIの消費者調査では、素材や仕上がりの悪い販促品はすぐに拒否すると答えた人が60%を超え、ロゴが
明瞭だったためにブランドを覚えていた人も57%に達しました(PPAI Research「5秒のインパクト」[1])。選ぶブランクによって、ロゴに使える面積、混成チームでのキャッ
プのフィット感、そして自社ブランドの隣にどのブランドが並ぶかが決まります。本ガイドでは、主なNew Eraのシルエット、Richardson 112、プライベートブランド
のOEMキャップを、まさにこれらの点で比較します。
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カスタム刺繍のNew Era帽子とは
この言葉が指すのは、 ブランド付きブランク:完成品として仕入れた正規のNew Eraのキャップに、委託先の刺繍業者があなたのロゴを加えたものです。新しいキャップを企画するわ
けではありません。メーカー固有のアイデンティティを保ったままの既存製品に、刺繍を加えることになります。サイドパネルに刺繍されたNew Eraのフラッグや、ブランドの内側ラ
ベルもそのまま残ります。

同様に、 カスタム刺繍の112帽子 も、別のブランクを使うだけで同じ仕組みです。Richardson 112は、芯地入りのコットン混フロント、メッシュのバック、あらかじめカー
ブのついたバイザー、プラスチック製スナップクローザーを備えた6パネルのトラッカーです。どちらの方法も、 プライベートブランドのOEMキャップとは異なります。OEMキャッ
プは、工場があなたの仕様に合わせて製造し、あなたのブランドのラベルを付けるものです。OEMなら、生地、クラウンの高さ、フロントの構造、クローザー、内側のタグを自分で決めら
れます。キャップの構造に慣れていない方は、当社の カスタム刺繍ベースボールキャップ ページで、標準的な6パネル構造を解説しています。本記事ではブランクの選択だけを扱います。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-the-5-second-impact/
https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-embroidered-baseball-caps.html


ブランクの選択が以前より重要になった理由
ヘッドウェアは今や、付け足しではなく販促品の主力カテゴリーです。キャップ・帽子類は、米国の販促品ディストリビューター売上に占める割合が7.2%から2023 to 9.0%へ
上昇し(2024)、バッグ・トラベル用品を抜いて第三位になりました(PPAI Magazine 2025年四月号[2])。同年に関するPPAIのレポートは、キャップ需要増加の一因と
して選挙関連の販促と非営利団体の調達を挙げており、市場全体の規模は$26.78十億です(PPAI PPAI 2024年版売上規模レポート[3])。市場規模は$27.1十億に達しました
(2025年)が、関税と予算面の圧力で成長は鈍化しました(PPAI、2026年一月[4]).

購買層の好みも、小売品のように見えるキャップへ移っています。PPAIの2026年八月のヘッドウェア特集によると、ブランドは大きなロゴよりも、同系色の刺繍や小さく密度の高いマー
クを好む傾向を強めており、ヘッドウェアを広告看板ではなく「ステートメントピース」と位置づけています(PPAI「小売品質のヘッドウェア」[5])。この傾向は、New Eraのよう
な名の通ったブランクが法人購入担当者に選ばれる理由を説明しています。同時に、小さく洗練されたロゴだからこそ、クラウンとパネルの選択がより重要になる理由でもあります。

カスタム刺繍のNew Era帽子とRichardson 112の選び方
以下のステップを順番に進めてください。サンプルに費用をかける前に、ステップごとに選択肢が絞られていきます。

ステップ1:スタイルを選ぶ前にサイズ方式を決める

サイズ選びが最初の分かれ道です。New Era 59FIFTYは、頭のサイズ別に販売される本格的なフィテッドキャップです。高級感のある見た目と着け心地で、サイズ指定のキャッ
プを上位モデルと見る着用者もいます。代わりに手間がかかります。頭のサイズを集め、サイズ構成を組んで発注し、誰も選ばなかったサイズの在庫が残ることを受け入れなければなりませ
ん。39THIRTYは、いくつかのサイズ区分に対応するストレッチバンドを採用しており、折衷案といえます。9FIFTYスナップバック、9TWENTYストラップバッ
ク、Richardson 112スナップバックは、いずれも調整式のワンサイズです。ノベルティ配布、新入社員キット、サイズが分からないイベントスタッフには、調整式のクローザー
がほぼ確実に現実的な選択です。

ステップ2:クラウンの形状をロゴの形に合わせる

クラウンの高さによって、フロントパネルで使える縦方向の余裕が決まります。

ハイクラウン・芯地入り(59FIFTY、9FIFTY): フロントが高くフラットで、縦に積んだマークや正方形のマークに向いています。特にフラットバイザーと合わせる
と、大胆でストリート寄りの印象になります。
ミドルプロファイル・芯地入り(39THIRTY、Richardson 112): フロントが低めでカーブが強く、横長のワードマークがよく合います。縦長のエンブレ

https://flipbook.ppai.org/2025-04-01/38
https://www.ppai.org/wp-content/uploads/2025/02/2024-PPAI-Sales-Volume-Report-2.pdf
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-sales-volume-estimate-promo-reaches-new-height-but-hampered-by-external-volatility/
https://www.ppai.org/media-hub/how-retail-quality-headwear-is-reshaping-branded-merch/


ムは、たいてい縮小が必要です。
ロープロファイル・芯地なし(9TWENTY): ダッドハット型で、フロントは柔らかく、硬い裏打ちがありません。密度の高い文字中心のロゴは、パネルがつれたり内側に
引き込まれたりすることがあります。ステッチ数の少ないシンプルなマークが最適です。

刺繍業者は、標準的なキャップのフロント刺繍範囲を幅約4インチ×高さ2インチとし、文字は約0.25インチ(6 mm)以上を推奨するのが一般的です。これらは目安として扱い、実
際のブランクで必ず確認してください。クラウンが低いほど、使える高さはさらに小さくなります。

ステップ3:メッシュか、全面が布地の芯地入りパネルかを選ぶ

Richardson 112のメッシュバックは涼しく、屋外作業チーム、ファーマーズマーケット、夏のイベントに向いています。一方でメッシュは加工の幅を狭めます。多くの刺繍業者
は、目の粗いメッシュへの刺繍を避けるか、ごく小さなマークに限ります。織り目が開いているため歪みやすく、ステッチが掛かる場所も少ないためです。112では、刺繍はフロントパネ
ルのみと考えてください。New Eraのオールツイルのシルエットは全パネルが布地なので、サイドやバックにもマークを入れられます。フロントのロゴに加えて、ウェブサイト、スロー
ガン、チーム名を別の位置に入れたいプログラムでは、この違いが重要です。

ステップ4:フラッグも含め、刺繍できるエリアを洗い出す

New Eraのキャップの多くは、着用者の左側のサイドパネルにブランドのフラッグが刺繍されています。このパネルは事実上、使用できないため、副次的なマークは右サイド、または
キャップの設計が許す場合はクローザー上のバックに入れます。スナップバックやストラップバックでは、開口部の上に細いアーチ状のスペースしか残りません。フィテッドの59FIFTY
は、バックパネルがつながっているので、タグラインや都市名に使えます。New Eraの芯地入りキャップもRichardson 112も、フロントに中央の縫い目があるため、ロゴ
はその縫い目をきれいにまたぐようにデジタイズ(刺繍データ化)する必要があります。実際には、112の注文で最も失敗しやすいのは非常に細かい文字です。メインのロゴはきれいに縫え
ても、このクラウンでは小さな文字が判読できなくなると、刺繍業者から報告されています。



ステップ5:図案を承認する前に、ライセンスとブランド表示のルールを確認する

ブランド付きブランクは、共同ブランディングを意味します。あなたのロゴは、すべてのキャップでNew EraまたはRichardsonのマークの隣に並びます。多くの法人ギフトで
は、受け取る人が品質の確かなブランド名を認識できるため、それが狙いです。ただし、次の四つの場面では問題になります。

ブランドの専有性: 自社のブランドガイドラインで社用グッズへの第三者ロゴが禁じられている場合や、キャップを自社の小売商品として販売する場合です。
ライセンス対象のマーク: プロチームや大学チームのロゴは商標です。New Eraの公式ライセンス品は別個の契約に基づいて製造されており、ブランクを購入しても、加工
業者にチームのマークを刺繍する権利は生じません。ライセンス品の市場は大きく、PPAIとOxford Economicsの推計では、約$124十億で、これは米国のブ
ランドグッズ総額($174十億)に含まれます(PPAI × Oxford Economics[6])。そのため、ブランドの権利者は自社のマークを厳しく保護しています。
推奨・提携の誤認: 装飾済みキャップを転売する場合は、ブランクについて事実のとおりに記載してください。キャップメーカーがあなたの商品ラインを後援している、または共
同で制作したかのような商品説明は書かないでください。
ラベルの取り外し: ブランド付きブランクを自社のプライベートブランドに見せかけるためにメーカーのタグを剥がすと、表示や商標の面で問題が生じます。自社ラベルを付けた
いなら、OEMのほうが適切な方法です。

本記事が商標に触れる箇所は一般的な案内であり、法的助言ではありません。転売やライセンス付きロゴのプログラムは、必ず弁護士に確認してもらってください。

ステップ6:実際に使うブランクで試し縫いサンプルを承認する

112で承認したロゴは、同じようには縫えないブランクがあります。その一例が9TWENTY. 承認は必ず、最終のキャップに最終の糸色で作った実物サンプルで行ってください。当
社の キャップ発注ガイド では承認までのワークフロー全体を扱っているため、本記事では繰り返しません。

ステップ7:プライベートブランドのOEMキャップが適している場合を見極める

次のうち少なくとも一つに当てはまるなら、OEMキャップに切り替えましょう。

第三者のマークを入れず、自社の織りネーム、プリントのテーピング、オリジナルのスウェットバンドが必要。
ロゴに、継ぎ目のない、またはより硬いフロントパネル、特定のクラウンの高さ、カタログのブランクにはない生地が必要。
リピート発注を予定していて、カタログのカラーが廃番になっても変わらない仕様が欲しい。
小売向けのラインを構築していて、自社ブランドに合ったパッケージとラベルが必要。

その代わり、計画の時間が必要です。カタログ在庫と違い、OEMキャップは量産前に開発とサンプル作成を行うため、スケジュールに余裕を持たせてください。販促品の購入では、すでに

https://www.ppai.org/media-hub/inside-the-174-billion-us-branded-merchandise-market/
https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-embroidered-baseball-caps.html


スピードが最大の関心事です。大手ディストリビューターの68.8%が、エンドバイヤーは納期の短縮と特急対応を重視していると答えています(PPAI Research、2025年
十月[7])。OEMプログラムは、計画的な発売や定番ユニフォームに向いており、来週必要なキャップには向きません。

プライベートブランドのキャップでは、ラベルの記載内容にも責任を負います。繊維組成を表示する場合、表面積の15%以下を占める刺繍については、「exclusive of
decoration(装飾部分を除く)」という表現で示せます(16 CFR § 303.12[8])。また、綿製キャップには、繊維から完成品までの記録も必要です。米国国土安全保障省が、
綿花とアパレルを強制労働に関する輸入取締りの優先度の高い分野に挙げているためです(DHS UFLPA FAQ[9])。ルール全体の要約は、次をご覧ください:当社の 製品ページ.

比較表:New Eraのシルエット、Richardson 112、OEM

ブランク クラウンと構造 サイズとクローザー バックパ
ネル 刺繍できるエリア 第三者のブランド表示 最適な用途

New Era 59FIFTY
ハイクラウン、芯地
入り、フラットバイ
ザー

フィテッド、個別
サイズ

ツイル生
地

フロント、右サイド、
バック全面

左サイドにNew Eraのフラッ
グ

小売店風のグッズ、サイズが分かっ
ているプレミアムなスタッフ用キャッ
プ

New Era 9FIFTY
ハイクラウン、芯地
入り、フラットバイ
ザー

スナップバック、
ワンサイズ

ツイル生
地

フロント、右サイド、
バックの小さなアーチ
部分

左サイドにNew Eraのフラッ
グ

ストリート寄りのノベルティ、サイ
ズが混在するグループ

New Era 39THIRTY ミドル、芯地入り、
カーブバイザー

ストレッチフィッ
トのサイズ区分

ツイル生
地

フロント、右サイド、
バック

左サイドにNew Eraのフラッ
グ

すっきりしたバックを求める法人・
ゴルフ向けプログラム

New Era 9TWENTY ロー、芯地なし ストラップバック、
ワンサイズ 布地

フロント(シンプルなマー
ク)、右サイド、バック
の小さなアーチ部分

左サイドにNew Eraのフラッ
グ

小さくステッチ数の少ないロゴを使っ
た、リラックスしたライフスタイル
系キャップ

Richardson 112 ミドル、芯地入りの
フロント

スナップバック、
ワンサイズ メッシュ 実質的にフロントパネ

ルのみ 内側にメーカーのラベル 屋外作業チーム、夏のイベント、カ
ジュアルなトラッカースタイル

プライベートブランドのOEM 仕様に合わせて製造 クローザーは自由 お客様が
選択

パターン作成の段階で
計画 自社ラベルのみ 自社ブランドの小売、定番ユニフォー

ム、専用プログラム

露出あたりのコストを考えると、余分な計画時間が報われる理由が分かります。ASIの2026年広告インプレッション調査では、$13のベースボールキャップのインプレッションあた
り平均コストは約十分の三セントと推定されています(ASI、2026年三月[10])。この数字が成り立つのは、実際にキャップが着用される場合だけです。その結果を左右するのは、サイ
ドのブランド名よりも、フィット感、クラウンの形、読みやすいロゴです。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-distributors-balancing-speed-and-creativity-for-end-buyer-priorities/
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-distributors-balancing-speed-and-creativity-for-end-buyer-priorities/
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-C/part-303/section-303.12
https://www.dhs.gov/uflpa-frequently-asked-questions
https://jp.zigpac.com/custom-printing-on-apparel/custom-embroidered-baseball-caps.html
https://members.asicentral.com/news/strategy/march-2026/asi-s-2026-ad-impressions-study-5-compelling-takeaways/


よくある質問
FAQ:New Eraのフラッグは取り外したり、上から刺繍したりできますか?

基本的にできません。フラッグは完成したキャップの一部で、メーカーを示すものです。覆ったり取り外したりすると、ブランド品に手を加えたことになり、商標上の問題が生じる可能性が
あります。第三者のマークが一切入らないキャップが必要なら、プライベートブランドのOEMキャップを指定してください。

FAQ:カスタム刺繍の112帽子は、小さな文字を含むロゴに向いていますか?

文字を簡略化すれば可能です。112はフロントの高さが中程度で中央に縫い目があるため、余裕が限られ、細かいタグラインが判読できなくなるという報告が刺繍業者からよく寄せられま
す。ワードマークを大きくする、サブの行を省く、またはサイドやバックに刺繍できる布地パネルのキャップに移すなどしてください。

FAQ:スタッフのユニフォームには、フィテッドとスナップバックのどちらがよいですか?

フィテッド(59FIFTY)は、頭のサイズを集められ、サイズ別に再発注できる場合にだけ選んでください。入れ替わりの多いスタッフ、イベント、受け取る人が分からない場合
は、9FIFTYや112のようなスナップバック、またはストレッチフィットの39THIRTYを選べば、サイズ別の余剰在庫が出ません。

FAQ:New Eraのブランクにプロチームや大学チームのロゴを追加できますか?

権利者の許可がなければできません。チームのマークはキャップ本体とは別にライセンスされており、ブランクを購入してもその権利は含まれません。自社組織のロゴを使うか、ライセンス
を受けた正規の流通経路を通してください。

FAQ:メッシュバックだと刺繍は早く傷みますか?

112のフロント刺繍は、裏打ちされたコットン混のパネルに施されるため、メッシュだからといって寿命が短くなることはありません。制約があるのは位置です。目の粗いメッシュは刺繍
の土台に向かないので、副次的なマークは布地パネルに計画してください。

FAQ:ブランド付きブランクを買う代わりに、OEMの見積もりを依頼すべきなのはどんなときですか?

自社ラベル、専用仕様、継ぎ目のない、またはより硬いフロントが必要なとき、あるいは複数シーズンにわたって再発注するキャップのときは、OEMの見積もりを依頼してください。急ぎ
の納品が必要な単発イベントなら、カタログのブランクに刺繍するほうが通常は早く済みます。

要点
キャップは今や販促品の中核カテゴリーであり、ブランクの選択はブランドの判断です。 — 米国のディストリビューター売上に占めるキャップの割合は、7.2%か
ら9.0%に上昇しました。期間は2023年から2024年です(出典).
読みやすいロゴが記憶に残る力を生むため、フロントに十分な高さのあるクラウンが有利です。 — 消費者の57%が、ロゴがはっきりしていたためにブランドを覚えていました
(出典).
作りの悪さは、ブランド名入りブランクの付加価値を打ち消します。 — 60%を超える消費者が、素材や仕上がりの悪い品はすぐに拒否すると答えています(出典).
チームやリーグのマークにはライセンスが必要で、ブランクだけでは権利は得られません。 — ライセンス品は約$124十億で、米国のブランドグッズ総額($174十億)に
含まれます(出典).
実際に着用されるキャップは、マーケティングで最も低コストなインプレッションの一つです。 — $13のベースボールキャップは、インプレッションあたり平均約0.3セン
トです(出典).

まとめ
まず着用する人から考え、ブランドは後にしましょう。サイズが分かっていて、プレミアムな共同ブランドの見た目がメッセージに役立つなら、New Eraのシルエットが適したブラン
クです。大胆なフロントには59FIFTYまたは9FIFTY、すっきりしたミドルプロファイルには39THIRTYを使います。混成のグループが屋外で着用し、ロゴがシンプルで横長
なら、刺繍をフロントパネルに限るという条件で、Richardson 112がカジュアルな価格帯で役目を果たします。ロゴのプログラムで自社ラベル、専用仕様、安定した再発注が必
要なら、ブランド付きブランクは見送り、キャップそのものを作り込みましょう。
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最後の選択肢を検討している場合は、ロゴと用途を、当社の カスタム刺繍ベースボールキャップ ページからお送りください。ロゴの図案に合うクラウン、フロント構造、クローザーをご提
案し、お客様のプログラムに合わせた数量と納期を見積もります。
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